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年度末報告書（実⾏団体⽤） 
※報告書内の⻘⽂字は説明内容、⾚⽂字は⽂字数上限になりますので提出時には削除してください。 

 
１年⽬ 年度末報告書 

1．事業名 経済的理由で排除されない⼦ども⽀援体制作り事業 
2．実⾏団体名 NPO 法⼈沖縄⻘少年⾃⽴援助センターちゅらゆい 
3．実施期間 2020 年 4 ⽉〜 2023 年 3 ⽉ 
4. 報告期間 2020 年 10 ⽉ 1 ⽇〜2021 年 3 ⽉ 31 ⽇ 
5.事業進捗に関する報告（概要）  進捗状況 
中⻑期アウトカム 
・2023 年度以降の⾃⾛状態を達成するための広報⼒がつき、ファンドレ
イズできている。 
・⼦ども若者⽀援に携わる⼈材を育成し、時代と⼦どものニーズに即した
質の⾼い居場所が、県内外に広がっている。 
・⼦ども若者問題に対し、様々なステークホルダーがともに解決に向けて
取り組んでいる。 

 

短期アウトカム 
1、新規事業による収益がある 
2、⼦どもの居場所に対する認知が広まり、協⼒者が増えている 
3、明⽂化されたノウハウが資源化（書籍化）し、活⽤されている 
4、職員の QOW と QOL が向上している 

計画より進んでいる ／ 計画どおり進んでいる ／計画より遅れている／その他
（     ） 

アウトプット 
1、2、⼦どもの居場所事業の継続について協議する 
2、3-1、既存の⽀援ノウハウを分類、明⽂化する 
3-2、4-1、⽀援員のスキルアップ研修を実施する 
4-2、リーダー層の育成研修を実施する 
4-3、キャリアパスの指標を定め、社内規定をつくる 

計画より進んでいる ／ 計画どおり進んでいる ／計画より遅れている／その他
（     ） 
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6.事業進捗に関する報告（詳細）  
【アウトプット 1 ⼦どもの居場所事業の継続について協議する場をつくる に関する活動】 
1-1、先⾏事例、他事業所の調査、視察 
 2020 年 10 ⽉より、県内 13 か所の放課後等デイサービス（児童発達⽀援、就労⽀援含む）を視察。コロナ禍で、離島及び県外の視察はできなかった。各事業
所の特⾊があり、コロナの影響で利⽤者が減ったところもあれば、プログラムの⼯夫やオンラインの活⽤などで、利⽤者が増加しているところもあった。県内
全域を通して①中⾼⽣をメインターゲットとした事業所が少ない ②コロナ禍で不登校⽀援ニーズが⾼まっている ③保護者の⼝コミで利⽤者が集まっている 
ことがわかった。また、障がい者⼿帳がなくても利⽤でき（受給者証は必要）、制度内で不登校に対する⽀援ができることなど、現在委託事業で担っている業務
をカバーできる内容であったため、理事会で審議し、開業に向けて具体的に計画をたてることとする。 
【アウトプット 2 既存の⽀援ノウハウを分類、明⽂化する に関する活動】 
2-1、検討委員会の発⾜、実施 
 既存のノウハウの棚卸、明⽂化の成果物として、書籍を制作する。①⼀般向けにこれまでの取り組みを紹介、⼦ども若者問題を周知するための漫画エッセイ
本②社内研修等で使⽤できる同業種・⽀援者向けテキスト本（※電⼦書籍）の 2冊を刊⾏予定。それぞれのワーキンググループを発⾜し、ミーティングを重ね
ている。 
【アウトプット 3 ⽀援員のスキルアップ研修 に関する活動】 
3-1、研修計画の策定 代表の⾦城とアドバイザーの⽷数温⼦⽒で計画を策定したが、コロナの影響で各事業所の業務スケジュールに変更が出たり、職員ニーズ
とのギャップがあるなどしたため、計画の修正が必要。 
3-2、研修実施 
・6⽉ 11⽇ 社員全体研修 新⼊社員を含む全職員が参加。法⼈のビジョンミッションの確認、⾃⼰紹介、平和のワーク、リーダーシップ・フォロワーシップ
について学ぶ。 
・12 ⽉ 29 ⽇ ワークで実践「⾃分の⼩さな【箱】から抜け出す⽅法」 
各事業所リーダーが企画運営。今後のジョブローテーションを想定し、各事業所スタッフをシャッフル、3 事業所をつないだオンライン開催。参加したスタッ
フからは、事業所を越えた交流もできるため、研修は年 2~3回は実施してほしいと要望がでたが、テーマについては特にあがってこなかった。 
【アウトプット 4 リーダー層の育成研修 に関する活動】 
4-1、研修計画の策定 代表の⾦城とアドバイザーの⽷数温⼦⽒で計画を策定したが、コロナの影響で各事業所の業務スケジュールに変更が出たり、職員ニーズ
とのギャップがあるなどしたため、計画の修正が必要。 
4-2、研修実施 
・6⽉ 29 ⽇ ひとりひとりを⼤切にする魅⼒ある職場環境をつくるために（パワハラ勉強会） 講師：寺崎丈晴⽒（社労⼠）  多数あるハラスメントについ
ての知識を深め、職員や利⽤者、保護者への対応の在り⽅、⼼地よい職場環境について考える。 
・8⽉ 17 ⽇ ⾃⼰欺瞞 講師：⾦城隆⼀ 「⾃分の⼩さな箱から脱出する⽅法」アービンジャーインスティチュート（著）を読んだフィードバック。年内に職
員向けの研修を企画することになった。 
・7⽉ 27 ⽇、11 ⽉ 9 ⽇ パブリックリソース財団⽥⼝⽒によるリーダー研修 
・11 ⽉ 25 ⽇ リーダー個⼈⾯談のフィードバック研修 講師：寺崎丈晴⽒（社労⼠） 前⽉各リーダーに対し、寺崎⽒より⾯談を実施した結果を振り返った。
⾯談では、メンタルチェック、現在の法⼈に対してどのような意⾒や思いを持っているか、またそれに対しての⾃分の取り組みなどをヒアリング。次年度以降
引き続き⾯談と振り返りを⾏うこととした。各リーダーの交流も⽬的とした。 
【アウトプット 5 キャリアパスの指標を定め、社内規定をつくる に関する活動】 
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5-1、検討委員会の発⾜、実施 
 ・2020 年 9⽉、検討委員会を発⾜。寺崎丈晴⽒（社労⼠、法⼈理事）を中⼼に、代表理事、総務部⻑、事業推進部  
で毎⽉ 1回の検討会を重ね、毎⽉のリーダー会（法⼈内事業統括会議）と直近の理事会で協議を続けている。 
5-2、職員アンケート実施（3 ⽉実施予定） 
 ・2021 年 1 ⽉~2 ⽉で、年度末に新たに実施する職員⾯談シートを作成中。年度内に 2回（毎年度末、中間）⾃⼰評価と⽬標設定をし、上司及び理事との⾯
談を通して、フィードバックと⽬標の進捗確認、⼈事評価ができるものとする。今年度は 3 ⽉中に実施予定。 
5-3、キャリアパス指標及び社内規定の整備（3 ⽉実施予定） 
 本来は 12 ⽉末までにキャリアパスのしくみをつくり、2021 年 1 ⽉より施⾏予定だったが、検討委員会で内容が決まらず、今現在も検討中。そもそもの法⼈
ビジョンやミッションの明確化がされておらず、求める⼈材像の想定や⾏動指針等も不明瞭で、職員のニーズ把握が想定通りに進められなかった。次年度に持
ち越して検討を続ける。 
社内規定に関しては、2 ⽉、3 ⽉に開催する理事会で承認・決議予定。 
7.資⾦計画に関する報告 
① 資⾦計画どおりの執⾏状況ですか。 ： 計画どおり進んでいる ／ 計画より遅れている ／ その他（    ） 
→①で「計画どおり進んでいる」以外を選択した場合の理由： 
② 報告年度に⽤意する予定だった⾃⼰資⾦は集めることができましたか。： 計画より進んでいる ／ 計画どおり進んでいる ／計画より遅れている 
→②で「計画より遅れている」を選択した場合の理由： 
8.報告期間における課題と次年度にむけた取り組み 
事業所数が増えるにつれ職員数も増加したが、職員は各事業所への所属感が強く、法⼈を意識できない状態であることが課題としてあげられた。その事業所の
活動⽬的も、主に委託事業の仕様書に基づいており、⽇々の業務を熱⼼に忠実に推進しようとすればするほど、法⼈としてのビジョンやミッションを⾒失い、
ひいては解決すべき社会問題も⾒えなくなるという⽭盾が⽣じていた。 
またこれまで、事業実施現場主体の法⼈運営を⾏ってきたため、理事会や総会が機能せず、それぞれの権能や役割分担、決定権が不明瞭となっていた。副代表、
事務局⻑など、組織的に不在のポストもいくつかあるが、まずはその役職の役割を明確にした上で登⽤していくことが必要である。（※事務局⻑不在について
は、暫定的に本事業担当職員がその任務を担うものとして理事会で決定した） 
本事業を進めるにあたり、職員、会員、理事に対して、事業への参画・巻き込みを図ったが、思うような結果が得られず、むしろ「変化」に対しての不安や反
発も顕在化したことに対し、まずは法⼈のビジョン・ミッションのバージョンアップと共有、道しるべとなる短期・中期計画を策定することが必要だと考えら
れる。 
9.広報に関する報告 
 

10.規定類の整備に関する報告 
① 事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。： 完了 ／ 整備中 
② 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。： 全て公開した ／ ⼀部未公開 ／ 未公開 
→②で「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇：整備が完了次第公開予定 
③ 変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。： はい ／ いいえ 
→③で「いいえ」を選択した場合の理由： 
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11.ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
① 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。： はい／いいえ 
→①で「いいえ」を選択した場合の理由： 
② 内部通報制度は整備されていますか。： はい ／ いいえ 
→②で「はい」の場合は、設置⽅法（複数選択可）： 内部に窓⼝を設置 ／外部に窓⼝を設置 ／JANPIAの窓⼝を利⽤ 
③ 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。： はい ／ いいえ  
→③で「いいえ」を選択した場合の理由： 
④ 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか。： はい ／ いいえ 
→④で「いいえ」を選択した場合の理由：    
⑤ コンプライアンス委員会（※）は定期的に開催されていますか。： はい ／ いいえ 
※コンプライアンス委員会を設置していない実⾏団体は、担当部署または担当者に報告の対象となる不正⾏為を資⾦分配団体に報告済かを回答してください。 
報告の対象となる不正⾏為とは、資⾦分配団体-実⾏団体間の資⾦提供契約書第 15 条に定めるものです。 
→⑤で「いいえ」を選択した場合の理由： 
⑥ 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む）： 内部監査を実施／外部監査を実施／実施する予定がない 
→⑥で「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 
14.活動の写真 
活動の写真がある場合には貼り付けてください。（画像データは 1枚 2MG以下で 3-4枚程度としてください。） 

 
 


